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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月13日(2016.6.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　上記の目的を達成するための第１の発明は、クライアント端末から送信される電子メー
ルを受信する情報処理装置であって、前記クライアント端末において設定された前記電子
メールの添付ファイルに対するパスワードの設定方法と、前記電子メールの宛先に応じて
パスワードとを記憶する記憶手段と、前記電子メールを受信するメール受信手段と、前記
記憶手段によって記憶されたパスワードの設定方法に従って前記電子メールの添付ファイ
ルへパスワードの設定を行うパスワード設定手段と、前記パスワード設定手段によりパス
ワードが設定されたファイルが添付された電子メールを宛先に送信するメール送信手段と
、前記メール送信手段によって電子メールを送信した後、前記パスワード設定手段によっ
て設定したパスワードが示されるパスワード通知用の電子メールを前記宛先に送信するパ
スワード通知メール送信手段と、前記パスワード通知メール送信手段による前記前記宛先
に対応するパスワードを用いたパスワード通知用の電子メールの送信に関わる時刻を管理
する管理手段と、を備え、前記パスワード設定手段は、電子メールの添付ファイルに所定
のパスワードを設定することを示すパスワード設定方法によって、前記電子メールの宛先
に対応するパスワードを前記記憶手段から取得して、前記電子メールの添付ファイルへ設
定し、前記パスワード通知メール送信手段は、前記管理手段によって管理される前記パス
ワード通知用の電子メールの送信に関わる時刻に基づき、所定期間経過するまで、パスワ
ード通知用の電子メールを送信せず、一方、所定期間経過した後は、前記送信したパスワ
ード通知用の電子メールに示されるパスワードと同一のパスワードが示されるパスワード
通知用の電子メールを送信することを特徴とする情報処理装置である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　上記の目的を達成するための第２の発明は、電子メールの送受信を行う複数のクライア
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ント端末と情報処理装置とがネットワークを介して接続された情報処理システムであって
、前記クライアント端末は、前記情報処理装置のメール送信手段から前記電子メールの受
信を行うクライアントメール受信手段と、前記電子メールを前記情報処理装置へ送信する
クライアントメール送信手段と、を備え、前記情報処理装置は、前記クライアント端末に
おいて設定された前記電子メールの添付ファイルに対するパスワードの設定方法と、前記
電子メールの宛先に応じてパスワードとを記憶する記憶手段と、前記クライアントメール
送信手段から電子メールを受信するメール受信手段と、前記記憶手段によって記憶された
パスワードの設定方法に従って前記電子メールの添付ファイルへパスワードの設定を行う
パスワード設定手段と、前記パスワード設定手段によりパスワードが設定されたファイル
が添付された電子メールを前記宛先から特定される前記クライアント端末に送信するメー
ル送信手段と、前記メール送信手段によって電子メールを送信した後、前記パスワード設
定手段によって設定したパスワードが示されるパスワード通知用の電子メールを前記宛先
に送信するパスワード通知メール送信手段と、前記パスワード通知メール送信手段による
前記宛先に対応するパスワードを用いたパスワード通知用の電子メールの送信に関わる時
刻を管理する管理手段と、を備え、前記パスワード設定手段は、電子メールの添付ファイ
ルに所定のパスワードを設定することを示すパスワード設定方法によって、前記電子メー
ルの宛先に対応するパスワードを前記記憶手段から取得して、前記電子メールの添付ファ
イルへ設定し、前記パスワード通知メール送信手段は、前記管理手段によって管理される
前記パスワード通知用の電子メールの送信に関わる時刻に基づき、所定期間経過するまで
、パスワード通知用の電子メールを送信せず、一方、所定期間経過した後は、前記送信し
たパスワード通知用の電子メールに示されるパスワードと同一のパスワードが示されるパ
スワード通知用の電子メールを送信することを特徴とする情報処理システムである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　上記の目的を達成するための第３の発明は、クライアント端末から送信される電子メー
ルを受信する情報処理装置の制御方法であって、前記情報処理装置は、前記電子メールを
受信するメール受信ステップ、前記クライアント端末において設定された前記電子メール
の添付ファイルに対するパスワードの設定方法と、前記電子メールの宛先に応じてパスワ
ードとを記憶する記憶手段によって記憶されたパスワードの設定方法に従って前記電子メ
ールの添付ファイルへパスワードの設定を行うパスワード設定ステップ、前記パスワード
設定ステップによりパスワードが設定されたファイルが添付された電子メールを宛先に送
信するメール送信ステップ、前記メール送信ステップによって電子メールを送信した後、
前記パスワード設定ステップによって設定したパスワードが示されるパスワード通知用の
電子メールを前記宛先に送信するパスワード通知メール送信ステップ、前記パスワード通
知メール送信ステップによる前記宛先に対応するパスワードを用いたパスワード通知用の
電子メールの送信に関わる時刻を管理する管理ステップ、を備え、前記パスワード設定ス
テップは、電子メールの添付ファイルに所定のパスワードを設定することを示すパスワー
ド設定方法によって、前記電子メールの宛先に対応するパスワードを前記記憶手段から取
得して、前記電子メールの添付ファイルへ設定し、前記パスワード通知メール送信ステッ
プは、前記管理ステップによって管理される前記パスワード通知用の電子メールの送信に
関わる時刻に基づき、所定期間経過するまで、パスワード通知用の電子メールを送信せず
、一方、所定期間経過した後は、前記送信したパスワード通知用の電子メールに示される
パスワードと同一のパスワードが示されるパスワード通知用の電子メールを送信すること
を含むことを特徴とする情報処理装置の制御方法である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　上記の目的を達成するための第４の発明は、クライアント端末から送信される電子メー
ルを受信する情報処理装置で読取実行可能なプログラムであって、前記情報処理装置を、
前記電子メールを受信するメール受信手段と、前記クライアント端末において設定された
前記電子メールの添付ファイルに対するパスワードの設定方法と、前記電子メールの宛先
に応じてパスワードとを記憶する記憶手段によって記憶されたパスワードの設定方法に従
って前記電子メールの添付ファイルへパスワードの設定を行うパスワード設定手段と、前
記パスワード設定手段によりパスワードが設定されたファイルが添付された電子メールを
宛先に送信するメール送信手段と、前記メール送信手段によって電子メールを送信した後
、前記パスワード設定手段によって設定したパスワードが示されるパスワード通知用の電
子メールを前記宛先に送信するパスワード通知メール送信手段と、前記パスワード通知メ
ール送信手段による前記宛先に対応するパスワードを用いたパスワード通知用の電子メー
ルの送信に関わる時刻を管理する管理手段と、して機能させ、前記パスワード設定手段は
、電子メールの添付ファイルに所定のパスワードを設定することを示すパスワード設定方
法によって、前記電子メールの宛先に対応するパスワードを前記記憶手段から取得して、
前記電子メールの添付ファイルへ設定し、前記パスワード通知メール送信手段は、前記管
理手段によって管理される前記パスワード通知用の電子メールの送信に関わる時刻に基づ
き、所定期間経過するまで、パスワード通知用の電子メールを送信せず、一方、所定期間
経過した後は、前記送信したパスワード通知用の電子メールに示されるパスワードと同一
のパスワードが示されるパスワード通知用の電子メールを送信するとして機能させること
を特徴とするプログラムである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　上記の目的を達成するための第５の発明は、電子メールの送受信を行う複数のクライア
ント端末と情報処理装置とがネットワークを介して接続された情報処理システムの制御方
法であって、前記クライアント端末は、前記情報処理装置のメール送信ステップから前記
電子メールの受信を行うクライアントメール受信ステップ、前記電子メールを前記情報処
理装置へ送信するクライアントメール送信ステップ、を含み、前記情報処理装置は、前記
クライアントメール送信ステップから電子メールを受信するメール受信ステップ、前記ク
ライアント端末において設定された前記電子メールの添付ファイルに対するパスワードの
設定方法と、前記電子メールの宛先に応じてパスワードとを記憶する記憶手段によって記
憶されたパスワードの設定方法に従って前記電子メールの添付ファイルへパスワードの設
定を行うパスワード設定ステップ、前記パスワード設定ステップによりパスワードが設定
されたファイルが添付された電子メールを前記宛先から特定される前記クライアント端末
に送信するメール送信ステップ、前記メール送信ステップによって電子メールを送信した
後、前記パスワード設定ステップによって設定したパスワードが示されるパスワード通知
用の電子メールを前記宛先に送信するパスワード通知メール送信ステップ、前記パスワー
ド通知メール送信ステップによる前記宛先に対応するパスワードを用いたパスワード通知
用の電子メールの送信に関わる時刻を管理する管理ステップ、を含み、前記パスワード設
定ステップは、電子メールの添付ファイルに所定のパスワードを設定することを示すパス
ワード設定方法によって、前記電子メールの宛先に対応するパスワードを前記記憶手段か
ら取得して、前記電子メールの添付ファイルへ設定し、前記パスワード通知メール送信ス
テップは、前記管理ステップによって管理される前記パスワード通知用の電子メールの送
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信に関わる時刻に基づき、所定期間経過するまで、パスワード通知用の電子メールを送信
せず、一方、所定期間経過した後は、前記送信したパスワード通知用の電子メールに示さ
れるパスワードと同一のパスワードが示されるパスワード通知用の電子メールを送信する
ことを含むことを特徴とする情報処理システムの制御方法である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　上記の目的を達成するための第６の発明は、電子メールの送受信を行う複数のクライア
ント端末と情報処理装置とがネットワークを介して接続された情報処理システムにおいて
読取実行可能なプログラムであって、前記クライアント端末を、前記情報処理装置のメー
ル送信手段から前記電子メールの受信を行うクライアントメール受信手段と、前記電子メ
ールを前記情報処理装置へ送信するクライアントメール送信手段と、して機能させ、前記
情報処理装置を、前記クライアントメール送信手段から電子メールを受信するメール受信
手段と、前記クライアント端末において設定された前記電子メールの添付ファイルに対す
るパスワードの設定方法と、前記電子メールの宛先に応じてパスワードとを記憶する記憶
手段によって記憶されたパスワードの設定方法に従って前記電子メールの添付ファイルへ
パスワードの設定を行うパスワード設定手段と、前記パスワード設定手段によりパスワー
ドが設定されたファイルが添付された電子メールを前記宛先から特定される前記クライア
ント端末に送信するメール送信手段と、前記メール送信手段によって電子メールを送信し
た後、前記パスワード設定手段によって設定したパスワードが示されるパスワード通知用
の電子メールを前記宛先に送信するパスワード通知メール送信手段と、前記パスワード通
知メール送信手段による前記宛先に対応するパスワードを用いたパスワード通知用の電子
メールの送信に関わる時刻を管理する管理手段と、して機能させ、前記パスワード設定手
段は、電子メールの添付ファイルに所定のパスワードを設定することを示すパスワード設
定方法によって、前記電子メールの宛先に対応するパスワードを前記記憶手段から取得し
て、前記電子メールの添付ファイルへ設定し、前記パスワード通知メール送信手段は、前
記管理手段によって管理される前記パスワード通知用の電子メールの送信に関わる時刻に
基づき、所定期間経過するまで、パスワード通知用の電子メールを送信せず、一方、所定
期間経過した後は、前記送信したパスワード通知用の電子メールに示されるパスワードと
同一のパスワードが示されるパスワード通知用の電子メールを送信するとして機能させる
ことを特徴とするプログラムである。
【手続補正７】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クライアント端末から送信される電子メールを受信する情報処理装置であって、
　前記クライアント端末において設定された前記電子メールの添付ファイルに対するパス
ワードの設定方法と、前記電子メールの宛先に応じてパスワードとを記憶する記憶手段と
、
　前記電子メールを受信するメール受信手段と、
　前記記憶手段によって記憶されたパスワードの設定方法に従って前記電子メールの添付
ファイルへパスワードの設定を行うパスワード設定手段と、
　前記パスワード設定手段によりパスワードが設定されたファイルが添付された電子メー
ルを宛先に送信するメール送信手段と、
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　前記メール送信手段によって電子メールを送信した後、前記パスワード設定手段によっ
て設定したパスワードが示されるパスワード通知用の電子メールを前記宛先に送信するパ
スワード通知メール送信手段と、
　前記パスワード通知メール送信手段による前記前記宛先に対応するパスワードを用いた
パスワード通知用の電子メールの送信に関わる時刻を管理する管理手段と、
　を備え、
　前記パスワード設定手段は、電子メールの添付ファイルに所定のパスワードを設定する
ことを示すパスワード設定方法によって、前記電子メールの宛先に対応するパスワードを
前記記憶手段から取得して、前記電子メールの添付ファイルへ設定し、
　前記パスワード通知メール送信手段は、前記管理手段によって管理される前記パスワー
ド通知用の電子メールの送信に関わる時刻に基づき、所定期間経過するまで、パスワード
通知用の電子メールを送信せず、一方、所定期間経過した後は、前記送信したパスワード
通知用の電子メールに示されるパスワードと同一のパスワードが示されるパスワード通知
用の電子メールを送信する
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記記憶手段は、前記パスワードの設定方法が、電子メールの添付ファイルに所定のパ
スワードを設定する、あるいは、ランダムなパスワードを設定することを含む設定方法を
記憶することを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　ランダムなパスワードを生成するパスワード生成手段を備え、
　前記パスワード設定手段は、電子メールの添付ファイルにランダムなパスワードを設定
することを示すパスワード設定方法によって、前記パスワード生成手段で生成したランダ
ムなパスワードを前記電子メールの添付ファイルへ設定し、
　前記パスワード通知メール送信手段は、前記管理手段によって管理される前記所定のパ
スワードが示されるパスワード通知用の電子メールの送信に関わる時刻に基づき、所定期
間経過するまで、パスワード通知用の電子メールを送信せず、一方、所定期間経過した後
は、前記送信したパスワード通知用の電子メールに示される所定のパスワードと同一のパ
スワードが示されるパスワード通知用の電子メールを送信し、
　前記パスワード通知メール送信手段は、前記メール送信手段によって電子メールを送信
する度に、前記ランダムのパスワードが示されるパスワード通知用の電子メールを送信す
ることを特徴とする請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　ランダムなパスワードを生成するパスワード生成手段を備え、
　前記パスワード設定手段は、電子メールの添付ファイルに所定のパスワードを設定する
ことを示すパスワード設定方法によって、前記電子メールの宛先に対応するパスワードが
前記記憶手段に存在しない場合、前記パスワード生成手段で生成したランダムなパスワー
ドを前記電子メールの添付ファイルへ設定し、
　前記パスワード通知メール送信手段は、前記管理手段によって管理される前記所定のパ
スワードが示されるパスワード通知用の電子メールの送信に関わる時刻に基づき、所定期
間経過するまで、パスワード通知用の電子メールを送信せず、一方、所定期間経過した後
は、前記送信したパスワード通知用の電子メールに示される所定のパスワードと同一のパ
スワードが示されるパスワード通知用の電子メールを送信し、
　前記パスワード通知メール送信手段は、前記メール送信手段によって電子メールを送信
する度に、前記ランダムのパスワードが示されるパスワード通知用の電子メールを送信す
ることを特徴とする請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記パスワードの設定方法は、電子メールの添付ファイルにパスワードを設定しないこ
とを含み、
　前記電子メールの添付ファイルに対して前記記憶手段のパスワード設定方法によりパス
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ワードを設定しない場合、前記電子メールの送信元に対して、電子メールに添付されたフ
ァイルのパスワードの催促に係る通知を行うパスワード催促手段と、
　を備えたことを特徴とする請求項１乃至４の何れか１項に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記パスワードの設定方法は、電子メールの添付ファイルにパスワードを設定しないこ
とを含み、
　前記電子メールの添付ファイルに対して前記記憶手段のパスワード設定方法によりパス
ワードを設定しない場合、前記電子メールの送信元に対して、電子メールに添付されたフ
ァイルのパスワードの催促に係る通知を行うパスワード催促手段を備え、
　前記パスワード催促手段は、電子メールの送信先に対応するパスワードが前記記憶手段
に記憶された前記電子メールの送信元に対して、電子メールに添付されたファイルのパス
ワードの催促に係る通知を行わないことを特徴とする請求項１乃至４の何れか１項に記載
の情報処理装置。
【請求項７】
　前記電子メールの送信先から電子メールに添付されたファイルのパスワードの催促に係
る通知を受信するパスワード催促受信手段と、
　前記パスワード催促受信手段によって受信したパスワードの催促に係る電子メールに対
して設定したパスワードを催促元の前記送信先へ通知するパスワード返答手段と、
　を備えたことを特徴とする請求項１乃至４の何れか１項に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記パスワード返答手段は、パスワードの催促に係る電子メールに対して設定したパス
ワードが存在しない前記電子メールの送信元に対して、当該送信先から電子メールに添付
されたファイルのパスワードの催促に係る通知を行うことを特徴とする請求項７に記載の
情報処理装置。
【請求項９】
　前記パスワード返答手段は、前記パスワード通知メール送信手段によってパスワード通
知用の電子メールが送信されている場合、パスワードの催促に係る電子メールに対して設
定したパスワードを催促元の前記送信先へ通知し、
　一方、前記パスワード通知メール送信手段によってパスワード通知用の電子メールを送
信していない場合、前記パスワードの催促に係る電子メールの送信先へ通知することを特
徴とする請求項７または８に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　前記パスワード通知メール送信手段は、前記宛先に前記所定のパスワードに関する前記
パスワード通知用の電子メールを初回送信時のみ送信することを特徴とする請求項１乃至
９の何れか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　前記記憶手段は、電子メールの送信元及び送信先のメールアドレスの組み合わせに対応
して電子メールに添付したファイルへ設定するパスワードを記憶し、
　前記パスワード設定手段は、前記メール受信手段によって受信した電子メールの宛先及
び送信元の組み合わせに対応するパスワードを前記記憶手段に記憶されたパスワードから
取得することを特徴とする請求項１乃至１０の何れか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　前記パスワード設定手段は、前記メール受信手段によって受信した電子メールの宛先を
複数取得した場合、其々のパスワードを電子メールへ添付するファイルに対して設定する
ことを特徴とする請求項１乃至１１の何れか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１３】
　前記パスワード設定手段によって、前記メール受信手段によって受信した電子メールの
宛先を複数取得した場合、前記パスワード通知メール送信手段は、宛先の数分、前記パス
ワード設定手段によって設定したパスワードが示されるそれぞれのパスワード通知用の電
子メールを送信することを特徴とする請求項１乃至１２の何れか１項に記載の情報処理装
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置。
【請求項１４】
　電子メールの送受信を行う複数のクライアント端末と情報処理装置とがネットワークを
介して接続された情報処理システムであって、
　前記クライアント端末は、
　前記情報処理装置のメール送信手段から前記電子メールの受信を行うクライアントメー
ル受信手段と、
　前記電子メールを前記情報処理装置へ送信するクライアントメール送信手段と、
　を備え、
　前記情報処理装置は、
　前記クライアント端末において設定された前記電子メールの添付ファイルに対するパス
ワードの設定方法と、前記電子メールの宛先に応じてパスワードとを記憶する記憶手段と
、
　前記クライアントメール送信手段から電子メールを受信するメール受信手段と、
　前記記憶手段によって記憶されたパスワードの設定方法に従って前記電子メールの添付
ファイルへパスワードの設定を行うパスワード設定手段と、
　前記パスワード設定手段によりパスワードが設定されたファイルが添付された電子メー
ルを前記宛先から特定される前記クライアント端末に送信するメール送信手段と、
　前記メール送信手段によって電子メールを送信した後、前記パスワード設定手段によっ
て設定したパスワードが示されるパスワード通知用の電子メールを前記宛先に送信するパ
スワード通知メール送信手段と、
　前記パスワード通知メール送信手段による前記宛先に対応するパスワードを用いたパス
ワード通知用の電子メールの送信に関わる時刻を管理する管理手段と、
　を備え、
　前記パスワード設定手段は、電子メールの添付ファイルに所定のパスワードを設定する
ことを示すパスワード設定方法によって、前記電子メールの宛先に対応するパスワードを
前記記憶手段から取得して、前記電子メールの添付ファイルへ設定し、
　前記パスワード通知メール送信手段は、前記管理手段によって管理される前記パスワー
ド通知用の電子メールの送信に関わる時刻に基づき、所定期間経過するまで、パスワード
通知用の電子メールを送信せず、一方、所定期間経過した後は、前記送信したパスワード
通知用の電子メールに示されるパスワードと同一のパスワードが示されるパスワード通知
用の電子メールを送信する
　ことを特徴とする情報処理システム。
【請求項１５】
　クライアント端末から送信される電子メールを受信する情報処理装置の制御方法であっ
て、
　前記情報処理装置は、
　前記電子メールを受信するメール受信ステップ、
　前記クライアント端末において設定された前記電子メールの添付ファイルに対するパス
ワードの設定方法と、前記電子メールの宛先に応じてパスワードとを記憶する記憶手段に
よって記憶されたパスワードの設定方法に従って前記電子メールの添付ファイルへパスワ
ードの設定を行うパスワード設定ステップ、
　前記パスワード設定ステップによりパスワードが設定されたファイルが添付された電子
メールを宛先に送信するメール送信ステップ、
　前記メール送信ステップによって電子メールを送信した後、前記パスワード設定ステッ
プによって設定したパスワードが示されるパスワード通知用の電子メールを前記宛先に送
信するパスワード通知メール送信ステップ、
　前記パスワード通知メール送信ステップによる前記宛先に対応するパスワードを用いた
パスワード通知用の電子メールの送信に関わる時刻を管理する管理ステップ、
　を備え、
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　前記パスワード設定ステップは、電子メールの添付ファイルに所定のパスワードを設定
することを示すパスワード設定方法によって、前記電子メールの宛先に対応するパスワー
ドを前記記憶手段から取得して、前記電子メールの添付ファイルへ設定し、
　前記パスワード通知メール送信ステップは、前記管理ステップによって管理される前記
パスワード通知用の電子メールの送信に関わる時刻に基づき、所定期間経過するまで、パ
スワード通知用の電子メールを送信せず、一方、所定期間経過した後は、前記送信したパ
スワード通知用の電子メールに示されるパスワードと同一のパスワードが示されるパスワ
ード通知用の電子メールを送信すること
　を含むことを特徴とする情報処理装置の制御方法。
【請求項１６】
　クライアント端末から送信される電子メールを受信する情報処理装置で読取実行可能な
プログラムであって、
　前記情報処理装置を、
　前記電子メールを受信するメール受信手段と、
　前記クライアント端末において設定された前記電子メールの添付ファイルに対するパス
ワードの設定方法と、前記電子メールの宛先に応じてパスワードとを記憶する記憶手段に
よって記憶されたパスワードの設定方法に従って前記電子メールの添付ファイルへパスワ
ードの設定を行うパスワード設定手段と、
　前記パスワード設定手段によりパスワードが設定されたファイルが添付された電子メー
ルを宛先に送信するメール送信手段と、
　前記メール送信手段によって電子メールを送信した後、前記パスワード設定手段によっ
て設定したパスワードが示されるパスワード通知用の電子メールを前記宛先に送信するパ
スワード通知メール送信手段と、
　前記パスワード通知メール送信手段による前記宛先に対応するパスワードを用いたパス
ワード通知用の電子メールの送信に関わる時刻を管理する管理手段と、
　して機能させ、
　前記パスワード設定手段は、電子メールの添付ファイルに所定のパスワードを設定する
ことを示すパスワード設定方法によって、前記電子メールの宛先に対応するパスワードを
前記記憶手段から取得して、前記電子メールの添付ファイルへ設定し、
　前記パスワード通知メール送信手段は、前記管理手段によって管理される前記パスワー
ド通知用の電子メールの送信に関わる時刻に基づき、所定期間経過するまで、パスワード
通知用の電子メールを送信せず、一方、所定期間経過した後は、前記送信したパスワード
通知用の電子メールに示されるパスワードと同一のパスワードが示されるパスワード通知
用の電子メールを送信すると
　して機能させることを特徴とするプログラム。
【請求項１７】
　電子メールの送受信を行う複数のクライアント端末と情報処理装置とがネットワークを
介して接続された情報処理システムの制御方法であって、
　前記クライアント端末は、
　前記情報処理装置のメール送信ステップから前記電子メールの受信を行うクライアント
メール受信ステップ、
　前記電子メールを前記情報処理装置へ送信するクライアントメール送信ステップ、
　を含み、
　前記情報処理装置は、
　前記クライアントメール送信ステップから電子メールを受信するメール受信ステップ、
　前記クライアント端末において設定された前記電子メールの添付ファイルに対するパス
ワードの設定方法と、前記電子メールの宛先に応じてパスワードとを記憶する記憶手段に
よって記憶されたパスワードの設定方法に従って前記電子メールの添付ファイルへパスワ
ードの設定を行うパスワード設定ステップ、
　前記パスワード設定ステップによりパスワードが設定されたファイルが添付された電子
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メールを前記宛先から特定される前記クライアント端末に送信するメール送信ステップ、
　前記メール送信ステップによって電子メールを送信した後、前記パスワード設定ステッ
プによって設定したパスワードが示されるパスワード通知用の電子メールを前記宛先に送
信するパスワード通知メール送信ステップ、
　前記パスワード通知メール送信ステップによる前記宛先に対応するパスワードを用いた
パスワード通知用の電子メールの送信に関わる時刻を管理する管理ステップ、
　を含み、
　前記パスワード設定ステップは、電子メールの添付ファイルに所定のパスワードを設定
することを示すパスワード設定方法によって、前記電子メールの宛先に対応するパスワー
ドを前記記憶手段から取得して、前記電子メールの添付ファイルへ設定し、
　前記パスワード通知メール送信ステップは、前記管理ステップによって管理される前記
パスワード通知用の電子メールの送信に関わる時刻に基づき、所定期間経過するまで、パ
スワード通知用の電子メールを送信せず、一方、所定期間経過した後は、前記送信したパ
スワード通知用の電子メールに示されるパスワードと同一のパスワードが示されるパスワ
ード通知用の電子メールを送信すること
　を含むことを特徴とする情報処理システムの制御方法。
【請求項１８】
　電子メールの送受信を行う複数のクライアント端末と情報処理装置とがネットワークを
介して接続された情報処理システムにおいて読取実行可能なプログラムであって、
　前記クライアント端末を、
　前記情報処理装置のメール送信手段から前記電子メールの受信を行うクライアントメー
ル受信手段と、
　前記電子メールを前記情報処理装置へ送信するクライアントメール送信手段と、
　して機能させ、
　前記情報処理装置を、
　前記クライアントメール送信手段から電子メールを受信するメール受信手段と、
　前記クライアント端末において設定された前記電子メールの添付ファイルに対するパス
ワードの設定方法と、前記電子メールの宛先に応じてパスワードとを記憶する記憶手段に
よって記憶されたパスワードの設定方法に従って前記電子メールの添付ファイルへパスワ
ードの設定を行うパスワード設定手段と、
　前記パスワード設定手段によりパスワードが設定されたファイルが添付された電子メー
ルを前記宛先から特定される前記クライアント端末に送信するメール送信手段と、
　前記メール送信手段によって電子メールを送信した後、前記パスワード設定手段によっ
て設定したパスワードが示されるパスワード通知用の電子メールを前記宛先に送信するパ
スワード通知メール送信手段と、
　前記パスワード通知メール送信手段による前記宛先に対応するパスワードを用いたパス
ワード通知用の電子メールの送信に関わる時刻を管理する管理手段と、
　して機能させ、
　前記パスワード設定手段は、電子メールの添付ファイルに所定のパスワードを設定する
ことを示すパスワード設定方法によって、前記電子メールの宛先に対応するパスワードを
前記記憶手段から取得して、前記電子メールの添付ファイルへ設定し、
　前記パスワード通知メール送信手段は、前記管理手段によって管理される前記パスワー
ド通知用の電子メールの送信に関わる時刻に基づき、所定期間経過するまで、パスワード
通知用の電子メールを送信せず、一方、所定期間経過した後は、前記送信したパスワード
通知用の電子メールに示されるパスワードと同一のパスワードが示されるパスワード通知
用の電子メールを送信すると
　して機能させることを特徴とするプログラム。


	header
	written-amendment

